令和2年度特定非営利活動に係る事業報告書

　　特定非営利活動法人じょいんと
１　事業の成果
　令和2年度も新型コロナウイルスの影響を受け、活動においても大幅な縮小、自粛を伴うかたちとなった。保護者との連携を図り、外出活動においては公共交通機関の利用を可能な限り自粛し、室内での過ごし方も多人数での過ごし方に配慮をしながら日々の活動を行った。
活動自体は障がいを持つ就学前児童及び学齢期の放課後余暇活動（保護者の就労サポート・レスパイトサポート含む）、成人の方に対して余暇支援、必要に応じた通院介助などの日常生活支援及びグループホームにおける日常生活のサポート活動を継続実施した。また、障がいを持つ児童に対しての療育活動を行うための放課後等デイサービス事業も同様に行っている。
具体的活動内容としては、放課後余暇活動（保護者の就労サポート・レスパイト含）、外出支援活動（平日就労後及び土日の余暇支援におけるお買い物や公園等へのお出かけ）、派遣活動における入浴、見守り支援、通院介助などを行い、ご本人、ご家族に対しての生活支援を継続的に実施した。共同生活援助事業では、ホーム入居者に対して日々の安定した日常サポートを継続的に実施し、日々の生活全般のサポート・就労への安全かつ安心したサポートを行うことが出来た。放課後等デイサービス事業においても、工作活動、イベント活動等のカリキュラムを用意し、手先の器用さの向上や日常生活動作の習得サポートなどを実施した。ただ、ハロウィンイベント、まち探検イベントにて地域住民との交流活動においては、新型コロナウイルスの影響を受け、交流を見合わせる残念なかたちとなってしまった。
また、令和元年度も少数の利用ではあるが、「おでナビ」事業（制度外事業）による送迎支援や営業時間外の緊急依頼等も受け入れ、ご本人及び保護者の生活サポートとして役割を果たすことも行えた。
　福祉サービスの連携においては、習志野市地域共生協議会を通じて市内における福祉事業所・学校関係者と情報共有、市内における課題の吸い上げを行い、解決に向けての検討を行うことが出来た。一方、市内事業所との学習会（習志野市児童民間事業所連絡会）は、新型コロナウイルスの影響を受け、今年度は1度も行うことができなかった。
障害児者のための福祉のまちづくり事業においては、イベント等が一切自粛され、今年度、啓発活動等は全く行うことができなかった。また例年福祉人材を育てるために受け入れている中央福祉福祉専門学校生実習生の年間実習の受け入れも自粛となった。
昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響がまだ継続しており、活動においては自粛、縮小することが令和3年度も見込まれる。また、福祉人材離れを防ぐ手立てを考えながら令和3年度は活動に取り組んでいくことが急務である。事業の維持と人材確保に焦点をあて、次年度は取り組んでいく。
２　事業の実施に関する事項

	事　業　名
	事　業　内　容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	障害福祉サービス事業(居宅介護、行動援護)
	制度に準じた在宅における障害児者の日常生活の援助
	月～日

時間は

適宜
	習志野市及びその

近隣地域
	1日

1～10
名
	習志野市近隣に居住し福祉サービスを必要とする利用者
34人（身体介護）
9人（家事援助）
219人（行動援護）

	障害福祉サービス事業(共同生活援助)
	制度に準じた在宅における障害児者の日常生活の援助
	月～土
時間は

適宜
	習志野市及びその

近隣地域
	1日

2名
	千葉市近隣に居住し福祉サービスを必要とする利用者3人

	障害福祉サービス事業(共同生活援助)
	制度に準じた在宅における障害児者の日常生活の援助
	月～金
時間は

適宜
	千葉市及びその

近隣地域
	1日

2名
	習志野市近隣に居住し福祉サービスを必要とする利用者3人

	放課後等デイサービス事業
	制度に準じた在宅における障害児の療育活動

	月～金
時間は

適宜
	習志野市及びその

近隣地域
	1日

1～6
名
	習志野市近隣に居住し福祉サービスを必要とする利用者190人

	地域生活支援事業（移動支援事業、日中一時支援事業）
	制度に準じた在宅における障害児者の日常生活の援助
	月～日

時間は

適宜
	習志野市及びその

近隣地域
	1日

1～10
名
	習志野市近隣に居住し福祉サービスを必要とする利用者
246人（移動支援）
441人（日中一時支援）

	障害児者及び高齢者に対する在宅介護支援事業
	制度事業によらない付き添い、送迎、見守り、緊急宿泊事業
	月～日

時間は

適宜
	習志野市及びその

近隣地域
	1日

1～10

名
	習志野市近隣に居住し各福祉サービスを必要とする利用者25人

	障害児者のための福祉のまちづくり事業
	ボランティア育成や情報交換・交流事業
	月～日
時間は

適宜
	習志野市

及びその

近隣地域
	１日

1～3
名
	習志野市内及びその近隣市町村の学生など2人


